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千葉県生協連の主な活動予定
2025.9～2025.11

日 曜 日 曜 日 曜

1 月 1 水 中央地連MCA通信訓練 1 土

2 火 県連MCA無線通信訓練 2 木 2 日

3 水 3 金 3 月

4 木 サポ・ちば第2回理事会 4 土 4 火 県連MCA無線

5 金 5 日 5 水

6 土 6 月 6 木 サポ・ちば第3回理事会

7 日 7 火 消団連施設見学会 7 金

8 月 8 水 8 土

9 火 9 木 フードドライブ実行委員会 9 日 IYC2025記念企画

10 水 10 金 10 月

11 木
第3回理事会/第3回地域生協
部会

11 土 11 火

12 金 12 日 12 水

13 土 13 月 13 木

14 日 14 火 14 金

15 月 15 水 第1回職域生協部会/女性交流会15 土

16 火 16 木 16 日

17 水 17 金 17 月 地域・まちづくり委員会

18 木 18 土 18 火

19 金 19 日 エコメッセ 19 水

20 土 20 月 20 木
生協施設見学会・第4回理事
会

21 日 21 火 21 金

22 月 22 水 政策検討会 22 土

23 火 23 木 23 日

24 水 24 金 第2回監事会 24 月

25 木 25 土 25 火

26 金 第2回地域・まちづくり委員会 26 日 九都県市合同防災訓練 26 水

27 土 27 月 27 木

28 日 28 火 28 金

29 月 第3回大規模災害対策協議会 29 水 29 土

30 火
第１回広報担当者・消費者
行政連絡会

30 木 第3回食・消費者委員会 30 日

31 金

11月9月 10月
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公明党千葉県本部との政策要望懇談会 

 

    2025 年 8 月 21 日（木）に公明党千葉県本部において、政策要望懇談会をおこな

いました。この懇談会は公明党千葉県本部からの呼びかけに応え、今回で 6 回目

となりました。県内諸団体と公明党千葉県本部に所属する国会議員及び地方議員

の方が各団体ごとに 30 分程度面談し、様々な社会課題について意見交換をおこな

いました。 

 千葉県生協連からは、尼崎専務理事、佐久間事務局長が出席し、千葉県生協連と

して「物価高騰に対する施策について」「SDGｓ達成と持続可能な社会に関する施策

について」「県民生活の向上・充実などにつながる諸施策について」「生協の宅配車

両等の駐車規制についての要望」「講師派遣、学習ツールの提供についての要望」

を伝えました。 

     

意見交換の中では、議員の方から昨年の要望に関する対応についてお話があり、

「物価高騰に対する施策について」「有機フッ素が検出されたことによる対応につ

いて」「見守り活動の対応状況、市町村との協定締結状況について」「食の安全・安

心確保の取り組みについて」など意見交換をおこないました。 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

以上 

 

当日の参加者 
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(敬称略) 

２０２５年度食・消費者委員会視察見学会 

日 時：2025 年 8 月 29 日（金）10：00～13：00 

会  場：石井食品八千代工場  (千葉県八千代市吉橋 1835) 

出 席 者：山本（なのはな）、神野・黒崎（パルシステム千葉）、 
松山（コープみらい）、深町・中井（生活クラブ） 
尼崎・依光（県生協連）  

内 容：石井食品八千代工場 視察見学 

2025 年度は、生協仕様で食品製造をおこなう、石井食品(株)八千代工場の

視察見学をおこないました。HACCP などの食品衛生への取り組みのほか、

食としての安全・安心はもちろん、地産地消や食育活動、オーガニックや

地域おこしなど、幅広い取り組みについて学ぶ事が出来ました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

工場見学の前に、生協担当の顧客サービス部 第 2 グループ マネージャー 井上さんから、石

井食品(株)の基盤となる食品製造への思い、考え方についてお話しいただきました。 

〇石井食品(株)では、「食材本来の味そのものが、商品にそのまま出てしまう」という考え方

に基づき、≪素材のまま手を加えないこと」を「無添加」と称し「無添加調理」をおこなって

います。これは「素材本来の美味しさをそのままお届けするための手法」であり「家庭にある

調味料のみで作った、手作りのような加工品」という表現をしています。例えばアミノ酸の不

使用、有機トマトを使うなど、年々改良・改善を重ね、現在の形になっています。 

〇「引き算で現状をシンプルにしていく」というコンセプトの中

で、ミートボールやハンバーグ製造において、卵と乳を使用しない

仕様になっています。これは、新鮮な鶏肉を使うことで、匂い消し

のために使われることが多い卵や乳が不要になるためです。パン

粉についても、乳を使わない専用のものを製造してもらっていま

す。他のメーカーでは牛肉や卵を使用していることが多いのですが、卵や乳のアレルギーを持

つ子どもさんでも食べられるように、卵・乳をゼロにしています。シンプルにすることで、こ

うしたアレルギー対応が可能になりました。 現在、特定原材料 8 品目のうち、小麦、大豆、

鶏肉のみを使用しています。 

〇「商品情報全公開」という取り組みを行っており、商品のパッケージには、賞味期限と合わ

せて「品質保証番号」という通し番号が印字されています。この番号をインターネットで検索

すると、その商品の原材料に関する情報がすべて見られるようになっています。 

さらに、お客様相談室へ「この鶏肉はいつからいつまで使ったものか」といった問い合わせが

あった場合、すぐにその日のうちに、農場や期間などの詳細をすべて回答できる体制を整えて

いる。これは、企業秘密と呼べるものは一切なく、すべて公開することで「お客様に安心して

商品を購入してもらいたい」という考えに基づいています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

昼食時には「今年とれた日本の栗ご飯」、揚げたてのミートボー

ル、長期保存用ミートボールなどを試食させていただきました。ど

の商品も、石井食品(株)の食へのこだわりを感じるものでした。地

域の中での取り組みなど、大いに学んだ一日になりました。 
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消消費費者者団団体体千千葉葉県県連連絡絡会会主主催催    ２２００２２５５年年度度幹幹事事総総会会学学習習会会  

                            「「消消費費者者団団体体千千葉葉県県連連絡絡会会５５００年年をを振振りり返返っってて」」  開開催催報報告告  

  日   時  2025 年 7 月 29 日（火）10 時～12 時   

  会   場  千葉県教育会館 別館 ３階 

  参 加 者  加盟団体の役員他  16 人 

  目    的     

      2025 年は、消費者団体千葉県連絡会設立 50 年にあ

たります。「消費者団体千葉県連絡会」の創立当時の

活動について、詳細に知る方も少なくなりました。今回、元消費者団体千葉県連絡

会の代表幹事であり、元千葉県生活協同組合連合会 専務理事の丸山芳高さんから、

消費者団体千葉県連絡会の成り立ちとこれまでの活動について、お話しいただきま

した。今回は、50 年を振り返り、これからの消費者団体の活動や消費者団体千葉県

連絡会のあり方について考える「キックオフ」学習会として、開催しました。 

〇  幹幹事事総総会会学学習習会会「「消消費費者者団団体体千千葉葉県県連連絡絡会会５５００年年をを振振りり返返っってて」」  

                講講師師    元元千千葉葉県県生生活活協協同同組組合合連連合合会会  専専務務理理事事    丸丸山山芳芳高高ささんん  

      丸山芳高さんは、発足間近から千葉県生活協同組合連合会の立場

で、消費者団体千葉県連絡会の活動を支えてくださいました。 

≪≪講講演演概概要要≫≫    

◆◆「「消消費費者者団団体体千千葉葉県県連連絡絡会会」」のの設設立立  

「消費者団体千葉県連絡会」の前進である「物価対策千葉県連絡

会」、通称「物価連」は 1974 年の 2 月 28 日に発足しました。当時、

とにかく物価が高くて、インフレがひどかったので、その「物価高騰」をどうにかし

ようと、皆で集まって会議を開いたのが始まりです。 

その時に、私たちは 10 の課題を掲げました。①公共料金の問題、②物価値上げの

問題、③消費者条例など、消費者の権利、④有害食品、食品添加物の問題、⑤公害問

題、⑥労働者・中小企業者の保護、⑦不況対策、⑧民主的団体との連携、⑨県民生活

のための県予算、⑩地方財政の確立、です。この 10 項目からもわかるように、当初

は物価対策を中心に、幅広い生活問題に取り組んでいました。 

 

◆◆勢勢いいががああっったた 7700 年年代代  

1970 年代は、本当に活発でした。千葉駅前でビラを配るなど、特に国鉄（JR）のサ

ービス改善を求めた運動は、千葉県内だけでなく、全国的にも注目されました。トイ

レが汚いとか、ホームが狭いとか、そういう日常の不満の声を集めようと、2 万 6,000

枚もアンケート用紙を配りました。その回答 6,000 枚を持って、駅長さんや国鉄本社

と粘り強く交渉し、その結果、電車に冷房が入るなど改善しました。  

当時は、革新自治体も増えて、住民運動が盛り上がっていた時代です。労働組合も

一緒になって、大きな力になっていました。 
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◆◆時時代代ととととももにに変変化化ししたた運運動動のの形形  

でも、時代はどんどん変わっていきました。 

80 年代はバブル経済の絶頂期。「ジャパン・アズ・ナンバーワン」なんて言われて、

皆が「自分は中流だ」と思うようになりました。高度成長で豊かな暮らしを手に入

れたことで、社会運動よりも自分の生活を大事にする「生活保守」の傾向が強くな

りました。しかしその後、バブルが崩壊すると、今度は消費者問題が複雑になって

いきました。物価だけでなく、契約トラブルや悪質な商法、食品の安全性とか、課題

が多様化してゆきました。そこで、消費者を守るための法律や制度がどんどん作ら

れるようになりました。 

2009 年には、長年の「消費者運動」の成果として「消費者庁」、「消費者委員会」

が設置されました。国として消費者問題を真剣に考え、行政の中心で扱われる時代

が到来しました。「消費者運動」が社会を変える力を持つまでに発展したのです。そ

れに伴って、私たち「消費者団体」も弁護士さんなどの専門家や、消費者センターの

ような機関とも連携しながら、より専門的な問題にも対応していくようになりまし

た。最近だと、消費者被害の救済を専門に行う「消費者市民サポートちば」という適

格消費者団体もできています。 

◆◆ここれれかかららのの「「消消費費者者団団体体千千葉葉県県連連絡絡会会」」のの活活動動ににつついいてて  

50 年という長い歴史を振り返って、これからの消費者運動について考えました。 

１．「豊豊かかなな生生活活っってて何何だだろろうう？？」」と問い続けることです。ただモノが溢れているだけじ

ゃない、人間らしい豊かな生活とは何か。これを考え続けることが、私たちの活動の

根底にあるべきだと思っています。 

２．「「団団体体みみんんななでで力力をを合合わわせせるる」」。消費者問題はどんどん複雑になっていますから、一

つの団体だけでは解決できません。それぞれの専門性を持ち寄って、情報を交換し、

行政にもしっかりと意見を言っていく必要があります。千葉県内で消費者の声を代表

できる団体は、もう私たちくらいしかいないんじゃないか、と思います。 

３．「「時時代代にに合合わわせせたた組組織織にに変変わわっってていいくく」。これまでの運動の形だけでなく、若い人た

ちにも参加してもらえるような、新しいやり方を考えていかないといけない。これま

での歴史を大事にしながらも、これからの時代に合った組織になっていく必要がある

と考えています。 

◆◆最最後後にに……  

消費者運動は過去の遺産ではなく、これからの社会を

形づくるための大切な活動です。50 年間、様々な困難が

ありましたが、私たちは歩みを止めませんでした。これ

からも、加盟団体の皆さんで協力しながら、一歩一歩進

んで行ってほしいと思います。 

                (事務局 文責) 
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千葉県生活協同組合連合会組織概要 

      創    立  1949 年 
       会長理事   打越　和佳子 
         会    員  12 生協 
         準 会 員  ２生協 
         所 在 地  千葉市中央区中央 4-13-10 
               千葉県教育会館５階 
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